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鳥
取
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

ヽ

数
の
増
減
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
､
昭
和
四
十
三
年
四
月
1
日
か
L
d
倉
吉
市
関

金
町
国
民
宿
舎
企
業
団
を
､
同
年
五
月
一
日
か
ら
鳥
取
県
東
部
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
を
鳥
取
県
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
加
入
せ
し
め
､
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
旧
町
村
合
併
促
進
法
第

十
一
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
旧
津
ノ
井
村
の
地
域
に
係
る
同
村
と
同
組
合
と
の
関
係
を
鳥
取
市
と
同
組

合
と
の
間
に
存
続
さ
せ
､
既
に
廃
止
さ
れ
た
幹
ノ
井
村
及
び
伯
仙
町
を
同
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
か
ら
除
く
等
の
た
め
同
組
合
の
規
約
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
｡

鳥
取
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
二
条
及
び
第
五
条
中
｢
町
村
｣
を
｢
市
町
村
｣
に
改
め
る
｡

第
三
条
申
｢
職
員
｣
を
｢
職
員
(
鳥
取
市
の
職
員
に
あ
つ
て
は
､
旧
津
ノ
井
村
の
職
員
か
ら
引
続
き

在
職
す
る
も
の
に
限
る
｡
以
下
第
十
1
条
に
お
い
て
同
じ
｡
)
｣
に
改
め
る
｡

別
表
申
｢
真
部
津
ノ
井
村
国
府
町
芸
町
福
部
村
｣
を
｢
髭
獅
　
国
府
町
岩
美

昭
和
四
十
三
年
九
月
一
-
ハ
日
提
出

蚤
県
東
柏
野
二
期
町
長
域
典
雅
T
L
1

鳥
取
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
1
部
を
改
正
す
る
規
約

ノ
ト
率
･
.
b
I
-

艶
り
_
L
I
･
も
町
　
福
部
村
｣
に
､
｢
西
伯
郡
　
西
伯
町
会
見
町
　
岸
本
町

㍗
.

大
山
町
　
名
和
町
　
中
山
町
｣
を
｢
西
伯
郡
　
　
西
伯
町
　
会
見
町

大
山
町
　
名
和
町
　
中
山
町
｣
に
､
｢
八
頭
衛
生
施
艶
組
合
｣
か

酢
合
｣
に
改
め
?
.

伯
仙
町
　
日
吉
津
村
　
淀
江
町

岸
本
町
　
日
吉
津
村
　
淀
江
町

熟
頭
衛
生
施
設
組
合

吉
市
閑
金
町
国
民
宿
舎
企
業

鳥
取
県
東
部
町
村
交
通
災
害
共

附

　

　

　

　

則

-
　
こ
の
規
約
は
､
地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
六
条
第
1
項
の
親
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
施

行
す
る
o
!
す

す

.

　

ふ

_

i
i
か
猷
針
鮒
4
,
.
 
i
i
J
 
J
:
∴
卜
.
i



-4　　} ,

礁　　転】:

_ ｣ _　　J　　_ ■一▲　_　ーl_.～.一一｣一･･･　⊥1▲一hlJb

Y漣､1

叶､吐__J一, ___. _ー●-.一.

七
･
貧
､
.
I
.
;

院
博
覧
か
第
三
条
及
び
第
五
条
の
改
正
規
定
並
び
に
即
表
中
鳥
取
市
の
項
を
加

.
:
折
'
.
.

え
る
改
正
規
定
及
び
岩
美
郡
の
項
の
改
正
規
定
は
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
~
別
表
中
西

伯
郡
の
項
の
改
正
規
定
及
び
倉
吉
市
関
金
町
国
民
宿
舎
企
業
団
の
項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
昭
和
四

十
三
年
四
月
l
日
か
ら
､
別
表
申
鳥
取
県
東
部
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
の
項
を
加
え
る
改
正
規
定

は
昭
和
四
十
三
年
五
月
1
日
か
ら
適
用
す
る
｡

(
参
　
　
照
)

鳥
取
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
抄

`
▼

算
　
二
条
　
組
合
は
､
別
表
に
掲
げ
る
町
村
及
び
市
町
村
の
一
部
事
務
組
合
(
以
下
｢
組
合
町
村
｣
と

い
-
0
)
を
も
っ
て
組
織
す
る
｡

ヽ

第
三
条
　
組
合
は
､
組
合
町
村
の
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
軒
,
I
L

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

罪
五
条
　
組
合
の
議
会
の
議
員
の
定
数
は
別
表
に
掲
げ
る
町
村
の
数
と
し
､
そ
の
町
村
の
長
を
も
っ
て

こ
れ
に
充
て
る
｡

第
十
一
条
　
組
合
町
村
は
､
組
合
が
行
な
う
退
職
手
当
の
支
給
に
要
す
る
費
用
及
び
組
合
の
事
務
費
に

充
て
る
た
め
~
次
の
負
担
金
を
組
合
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

7
　
1
般
負
担
金
　
そ
の
職
員
の
給
料
月
額
の
合
算
額
に
条
例
で
定
め
鳩
割
合
を
乗
じ
･
て
得
た

金
額

二
　
特
別
負
担
金
　
　
そ
の
職
良
が
組
合
か
ら
支
給
を
受
け
た
退
職
手
当
の
金
額
と
条
例
に
よ
る
基

準
的
な
普
通
退
職
手
当
の
金
額
と
の
差
額
　
　
　
　
　
i
.
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娼
謁
琴
季
章
丸
盛
者
周
囲
原
索
可
決

三
朝
町
素
食
議
長
　
東
田
容
顔
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